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文責 校長 馬郡直樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 「自分で考え判断し行動する、自律した生徒の育成」 

 川中 TIMES 
Trying for your dreams 

学校だより 

 川中 TIMES 第 13 号で生徒行動目標「We  Love Kawasoe  めざせ AKTB！」の「K」について、2 年 2 組の

生徒の取組を紹介しました。今回は第３弾、「T」→「Time 時間を守り やるべき事を全力で ２分前

行動」について、1 年生の中でも、特に時間を意識しながら生活できている３人にインタビューしました

ので紹介します。 

◆１年２組 ITさん 

  「あらかじめ、次の授業の準備をし、いつも時計を見ながら行動 

するようにしています。朝登校したら、時間割を確認して準備時間 

にするべきことを決めています。授業が終わったらすぐに次の授業 

の準備をしています」 

◆１年３組 FAさん 

  「授業に遅れないように移動教室の時には、時計を見て５分前に 

は教室を出るように意識しています。また体育の授業の後は、次の授業に遅れないように、前もって教

科書などを準備するようにしています」 

◆１年１組 YYさん 

  「普段から時計を見て行動し、２分前には必ず席に着けるように心がけて生活しています。また、移

動教室の時でも、できるだけ早めに行動できるように意識しています。 

 全生徒が「T」を意識しながら生活することができています。毎朝始業の８：０５には全員着席をし、

静かに活動を始めることができています。これから寒さが厳しい日もあると思いますが、「T」を意識し

ながら学校生活をさらに充実したものにしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 写真は配布した通信で御

確認ください。 

「T」を意識している３人（１年生） 

 

１月２２日（木）に２年生を対象に「先輩に学ぶ（私立高校編）」を開 

催しました。この学習は、各高校の先輩からの体験等を聞き、これからの 

学校生活や進路学習に活かしていくことを目的として開催しています。 

今回は、北陵高校の MT さん、佐賀学園高校の MN さん、龍谷高校の 

OK さん、佐賀女子高校の SA さん、福岡ベルエポック美容専門学校の BM 

さんの５人から話をしていただきました。 

高校生から川中生へのメッセージとして、「高校に入学して勉強の習慣が 

ついてないことに後悔した。勉強に取り組む習慣を今のうちにつけてほし 

い」、「高校について調べることやオープンキャンパスに参加しながら、早く進路を決めて勉強に取り組むこと

が大切」、「好きなことを貫く精神を大切にしてほしい」でした。２年生から高校生への質問コーナーでは、「そ

の高校を選択してよかったことは？」「校則や服装の決まりは厳しいか？」「学食のメニューは？」「恋人はでき

るか？」など多くの質問があり、実り多い会になりました。 

先輩に学ぶ（私立高校編）開催  ～自分の可能性を広げよう～ 

 

写真は配布した通信で

御確認ください。 

話をしていただいた先輩方５人=図書館  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長のつぶやきコーナー（校内の掲示物） 

◆ 卒業式までのカウントダウン（３年生） 

  いよいよ卒業を意識する時期になってきました。３年各クラスでは、卒業式 

までのカウントダウンカレンダーを掲示されています。最高の卒業式を迎えら 

れるように、また受験勉強をみんなで乗り越えられるように、生徒一人一人が 

思い思いのコメントやイラストで盛り上げています。 

  受験は団体戦です！３年生全員で力を合わせて最後の一秒まで頑張り、そし 

て学年目標である全員の「夢実現」を達成してほしいと思います。（by 校長） 

◆ 立志橋の掲示板の生徒作品 

  １２月に引き続き、１月は新しい年の幕開けにふさわしい作品を掲示しています。 

制作してくれた人は２年２組 NRさんです。この作品のように今年一年が川副町 

に関わるすべての人にとって幸せな年になればと思っています。NR さんからのコメ 

ントは、「始業式の校長先生の話を聴いて『笑顔』は人を明るくすると思った。笑顔 

の人に出会うと、自然と心が和み元気をもらえるので、この作品を書いた」でした。  

 

立志橋の掲示板だけでなく校内の掲示板に、作品やメッセージ等の掲示を希望する生 

徒は、先生に申し出てほしいと思います。川副中は生徒の主体的な活動を応援します！ 

 

 

「佐賀市学校教育ビジョン 2025」コーナー 

先日、この教育ビジョンにある最上位目標（ｗell-ｂeing）を達成するための３つの取組（自律、尊重、創造）

の「創造」が具体的にどういうものということが話題に挙がりました。 

校長なりの解釈では、「創造」とは、特別な才能のことではなく、日常の中で『もっとよくできないか』と考え、

行動しようとする姿だと思っています。たとえば、「正解がすぐに出なくても、自分なりの考えを出そうとする」

「前例にとらわれずに必要に応じて見直す」「社会のためにできることを考え実行する」などです。今回は、「創

造」に関する取組について、佐野常民と三重津海軍所跡記念館の佐幸順平館長さんの講話を紹介します。 

 

◆ 佐野常民の生き方を学び、自分に何ができるかを考えました。 

  １月１６日（金）に１年生を対象にして、佐幸館長さんから『佐野常民の 

生涯～人のために「博愛」の心～』というテーマで講話をしていただきま 

した。この講話では、佐野常民が生きた時代背景とともに、佐野常民の生 

涯について学習し、また佐野常民が大切にした考え方２つ（①人のために 

「博愛の心」に基づいて行動すること、②目標を定めて実行すること）を学 

びました。 

講話後に、生徒一人一人が「佐賀の為に」「自分住んでいる町の為に」 

「自分がなりたい大人になって」「友達の為に」の四項目について、「目標を 

立て人のためにどう役立つか」を付箋に記載し、意見表明をしました。 

生徒の意見の内容は、「どんなにきびしくてもあきらめずに必要な事を 

続ける MR」「自分でボランティア活動に参加して、自分が住んでいる町 

のために貢献する NS」「佐賀のことをもっと詳しく知って良さを伝えて 

いく OA」「誰にでもやさしく、誰にでもうれしくなる言葉づかいをする 

 ES」など素晴らしい意見が多数みられました。 
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佐幸館長さんの説明の様子 

 

生徒が書いた意見表明 


